




























































の魔術師」などと称され、彼は 20 世紀後半には世界的にも人気の画家となった。1977 年
には、フランスで最も名誉ある勲章で、一国の元首以外には授与されたことのないレジオ
ン・ドヌール・グラン・クロワ賞が授与され、7 月の画家 90 歳の誕生日には教皇パウル
ス 6 世からお祝いのメッセージも届けられた。すでにソヴィエト政府も態度を軟化してい









権下の 41 年にはフランス国籍を剥奪され、警察に一時収監される事件も起きる。同年 6

































が彼の強い願望だったようだ（12）。また、翌 38 年に画業 30 年を迎えることも重要だった。
彼は 1908 年を画家人生の始まりと考えており（13）、ロシアへ帰郷し 50 歳の誕生年に重ねて

























































の排斥運動が激しくなっていた。フランスに住んで 10 年を経た 33 年、友人や支持者にも
恵まれ、すでに国際的に知られる画家になっていたにもかかわらず、彼は市民権を申請す
るが拒否されていた。ロシア革命直後の 18 年から約 2 年間、彼がヴィテブスクでボリ
シェヴィキ政権下の芸術人民委員を務めていたからだとされた。自分のためにも家族のた
めにも、彼はフランス国籍の取得に全力を尽くすことになる。彼が念願のフランス国籍を
取得できたのは、37 年 6 月 4 日だった。
　翌 38 年はドイツにおいてユダヤ人の排斥運動が加速した年である。6 月 15 日、ドイツ































初の油彩画は 1912 年の 《ゴルゴタ》 とされるが、子供の姿（26）であって、伝統的なキリスト






白い。彼の足元、真下に置かれたメノラー（7 本の枝をもつユダヤの燭台、ここでは 6 本）
にも、小さな赤い炎とは別に白い円がろうそく全体を取り囲むようにつけられている。空






























黒い服に身を包み、赤旗を 2 本掲げ武器を手にした人物達が中央に向かっている。1 人の
人物の足元に家が 2 軒小さく描かれていて、彼らは下で苦しむ者達を守るためにやってき
たかのようだ。キリストの頭上には、眼下の惨事を嘆きつつ空を飛ぶユダヤの 4 人の族長
達（3 人の家父長と 1 人の家母長）もしくは預言者達が描かれている。キリストの真上の
一番大きな家父長は、頭にテフィリンというユダヤ人特有の黒い革でできた小さな聖句箱
を乗せ、頭から白いタリートを垂らし、他の 3 人に何事かを告げている。天からの光に照



















　この作品は 1938 年に一度完成された後、40 年に展示さ





















らは判断できない）。すでに 1939 年 9 月には独ソ不可侵条約が締結され、ナチスによる
ポーランド侵攻から第二次大戦が始まっていた。ドイツがフランスに侵攻するのは 40 年








































































































































































































































































《革命》（図 14）である。1917 年のロシア 10 月革命を主題に、シャガールの油彩画として
は極めて大型の野心作（31）だった。そのサイズ、内容から、ピカソの《ゲルニカ》（図 15）
を踏まえたものと考えられており（32）、40 年 1 月にパリで展示されたのち、42 年 10 月亡命
図 15　パブロ・ピカソ《ゲルニカ》1937 年　カンヴァス、油彩　349.3×776.6cm　マドリード、
国立ソフィア王妃芸術センター
図 14　シャガール《革命》のオリジナルの状態を示す写真（《革命》1937 年（-41 年）カンヴァ




















































































































　44 年 8 月パリが解放され、翌年ド
イツが降伏、ヨーロッパにおける大戦
が終結し、ユダヤ人は自由を取り戻し









　46 年 4 月から 2 ヶ月半、ニューヨークの近代美術館で開催されたシャガールの大回顧
展およびそのシカゴへの巡回展（47）はともに大成功し、アメリカでもシャガールの名が一
般に知られるようになる。再び平和を取り戻したフランスでは、国立の美術館でシャガー

























早くて 46 年の秋以降、ヴァージニアの言葉からも 47 年あたりと考えるのが妥当だろう。
　さて、《抵抗》と《復活》の画中に最も大きく描かれたモティーフ「キリストの磔刑」
は、《白い磔刑》など戦時中の「磔刑像」と比べるとその様相が変化している。《抵抗》の






























































お わ り に
　1912 年アポリネールが「超自然的」と称して以来、シャガールは空想に満ち幻想的で
詩的な雰囲気をその作品に漂わせてきた。「愛と夢の画家」「幻想の画家」「色彩の魔術師」
































































（ 1 ） Marc Chagall, “The End of the War” （May 1945）, in Benjamin Harshav, ed., Marc Chagall 
on Art and Culture, translations from French, Russian, Yiddish, and Hebrew by Barbara 
and Benjamin Harshav, Stanford, 2003, p. 102.
（ 2 ） 「国立マルク・シャガール美術館　Musée National Marc Chagall 」。当初は寄贈されたシ
リーズ作品の名を冠して「国立マルク・シャガール聖書の言葉美術館　Musée National du 
message biblique Marc-Chagall」と名づけられていた。
（ 3 ） ヴァージニア・ハガードによると、戦後ヴァンスに移ってから、シャガールは小さな礼拝
堂を自分の宗教画で装飾するという望みをもち続けていたようだ（Virginia Haggard, My 
Life with Chagall; Seven Years of Plenty, London, 1987,〔邦訳、ヴァージニア・ハガード
『シャガールとの日々　語られなかった 7 年間』中山公男監訳・黒田亮子訳、西村書店、1990
年、216-220 頁〕）。Sidney Alexander, Marc Chagall: an intimate biography, New York, 1989

























（ 5 ） オペラ座の天井画は 1963 年シャガールに正式に依頼され、64 年に完成し、同年 9 月に公
開された。




（ 7 ） 1911～12 年のパリで、シャガールは名前をモイシェからマルクに改名した。
（ 8 ） しかしシャガールは戦争で街の大半が破壊されたヴィテブスクへは、様変わりをした故郷
を見ることが辛すぎるといって、足を向けなかった。
（ 9 ） これまで公にされてこなかったロシア国内の関係文書、ロシア語、イディッシュ語、フラ
ンス語、ヘブライ語で書かれ、シャガール家ならびに友人宅に秘匿されてきた膨大な書簡類
など関係文書が、整理分類され、それらの言語に秀でた美術史家によって英訳され、少しず
つ公開されている（Benjamin Harshav, ed., Marc Chagall and his Times: A Documentary 
Narrative, Stanford, 2004, et. al.）。シャガールと 7 年間暮らして息子も生んだヴァージニア・
ハガードや息子ダヴィッド・マクニールによる回想録（Haggard, op. cit.; David McNeil, 
Quelques pas dans les pas d’un ange, Paris, 2003 〔邦訳、ダヴィッド・マクニール『シャガー
ル　天使とぼくのあしあと』宮下規久朗監訳・惣田くみ子訳、西村書店、2009 年〕）、シャ
ガール家やハガード家とも親しいイギリスのジャーナリストによる非公開資料を盛り込んだ





（“sur-naturel”. 彼の作品を特徴づける言葉として、アポリネールが 1912 年から使用し広まっ
た造語）などといわれていたシャガール特有の、たとえば空飛ぶモティーフや 7 本指の人物
などが、他言語を用いる民族にはわからないイディッシュ語のイン = ジョークに由来するも
のであることがわかってきた。Ziva Amishai-Maisels, “Chagall’s Jewish In-jokes”, Journal of 
jewish Art, 5 （1978）, pp. 76-93.
（10） Ziva Amishai-Maisels, “Chagall’s White Crucifixion”, Museum Studies, The Art Institute of 
Chicago, 17 （1991） no. 2, pp. 138-153, 180-181; Benjamin Harshav, Marc Chagall and Lost 
Jewish World, New York, 2006, pp. 213-235; Aaron Rose, Imeaging Jewish Art: Encounters 
with the Masters in Chagall, Guston, and Kitaj, London, 2009, pp. 19-47; 高橋しげみ「シャ
ガールのアメリカ時代：改変された作品をめぐって」『2003 年度鹿島美術研究』年報第 21 号
別冊、鹿島美術財団（2004）、325-336 頁；和田恵庭「第 7 章　《革命》」「第 8 章　《抵抗》《復
活》《解放》」、圀府寺司編『ああ、誰がシャガールを理解したでしょうか？：二つの世界間を
生き延びたイディッシュ文化の末裔』大阪大学出版会、2011 年、所収、95-144 頁；圀府寺司
「第 9 章　ユダヤのキリスト　シャガールの磔刑像」、同書所収、145-175 頁、等。
（11） アレグザンダーによれば、十字架上のキリストはユダヤ人のみならずシャガールの殉教も
象徴しているという（Alexander, op. cit., p. 320〔邦訳、346 頁〕）。
（12） ヴォルシュレガーによると、シャガール夫妻が望郷の念を募らせていくのは 1928 年頃から
だという（Wullschläger, op. cit., pp. 338-342〔邦訳、249-253 頁〕）。さらにその思いを決定的
にしたのが、ユダヤ美術館開館式の招待を受けた 35 年のポーランド領ヴィルナ（現リトアニ
シャガールの「磔刑像」について　75
ア、ヴィルニュス）滞在だったという（Ibid., pp. 362-369〔前掲書、272-276 頁〕）。36 年 10
月 4 日、モスクワ在住の年長の友人パヴェル・ダヴィドヴィッチ・エッティンゲルに宛てた
手紙に切々と望郷の思いが語られる（Harshav, （2004）, p. 451）。彼は 48 年に亡くなるまでの
約 30 年間、亡命後のシャガールと書簡を交わすことのできた唯一のロシア人で、美術にも造
詣が深かった。87 年のモスクワでの展覧会図録やハルシャフの文献に再録されたようにまと
まった書簡が遺されている（Шагал, возвраще ние мастера: по материалам выставки 
в Москве к 100-летию со дня рождения художника, cоставитель; M.A.Бессонова, 
Моcква, 1987, C. 318-326〔『シャガール―巨匠の帰還』1987 年プーシキン美術館でのシャ
ガール生誕百年記念展カタログの文章のみを翻訳〈桃井久直訳〉IPC、1989 年、45-53 頁〕；
Harshav,（2004）, pp. 443-470）。
（13） エッティンゲル宛て、36 年 10 月と 37 年 8 月の手紙（Шагал, ykaз. coч. C. 323〔翻訳、






ykaз. coч. C. 323〔翻訳、50 頁〕）。




coч. C. 323〔翻訳、50 頁〕；Harshav, （2004）, p. 469）。
（16） それでも彼は同時期のパリで、プティ ･ パレの「独立派美術の巨匠展　1895-1937」に 17
作品を、ジュ・ド・ポーム美術館の「国際独立派芸術の起源と発展」に 4 点を展示し、世界
中の人達に自分をアピールする場を確保した（Franz Meyer, Mark Chagall: Leben und 
Werke, Köln, c1961, p. 733; Susan Compton, Marc Chagall: My Life ― My Dream, Berlin and 
Paris, 1922-1940, Munich, 1990, p. 260; Daniel Marchesseau, Chagall: The Art of Dreams, 
New York, 1998, p. 89; Harshav,（2004）, p. 471.）。
（17） Marchesseau, p. 89; Harshav,（2004）, p. 471.
（18） Jutta Held, “Chagalls Gemälde Die Revoltion”, in: Jutta Held, Avantgarde und Politik in 
Frankreich, Bonn 2004, p. 91.
（19） ミロの作品はピカソの《ゲルニカ》と同じ部屋に展示されたが、現存しない。なお、同年
ミロは「スペインを救え！」というポスターも制作している。
（20） 1937 年、ドイツの公立美術館が所蔵するシャガールの全作品 50 点以上が押収され、その
うちの 2 点の油彩画《プリム祭り》《ひとつまみの嗅ぎ煙草》と 2 点の水彩画《冬》《男と牛》
が「頽廃芸術展」に並べられた。3 点が「ユダヤ人種の魂の啓示」と記された部屋に、他の
ユダヤ人画家の作品と一緒くたに陳列された。
（21） Harshav, （2004）, pp. 454-455; Wullschläger, op. cit., pp. 371-372〔邦訳、276-277 頁〕．
（22） Harshav, ibid.; Wullschläger, ibid.
（23） この惨状の舞台はドイツとオーストリアだったが、そのきっかけは 1938 年 11 月 7 日、ポー
ランド系ユダヤ人の青年によるパリのドイツ大使館での狙撃事件だった。2 日後に大使館員
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（27） 1923 年に描き始められ、33 年頃、47 年と加筆され改変された《天使の墜落》（バーゼル市
立美術館）には、1934 年に描かれたとされる白黒のデッサンやグワッシュ、油彩による習作
が数点存在し（いずれも個人蔵）、そのうちの 2 点には磔刑のキリスト像（上半身、全身）が
描かれている（Jean-Louis Prat, ed., exh. ca., Chagall, Madrid, Fundación Colección Thyssen-
Bornemisza: Fundación Caja Madrid, c2012, pp. 178-181）。マイヤーの大著の巻末カタログに
は、 33年の状態を撮影したモノクロの写真も掲載されているが、 そこに磔刑像はない （Meyer, 
op. cit., no. 613）。47 年の完成作には磔刑像が登場する。マイヤーは巻末カタログのほか、本
文中にもカラーで作品を掲載している（Meyer, op. cit., p. 491）。マドリードの展覧会図録に
は言及がないが、磔刑を描き込んだデッサンと習作は、おそらく 47 年の油彩改変時の関連作
かもしれず、検討が必要である。
（28） 1939 年後半に刊行された『カイエ・ダール』誌より。圀府寺はこの塗りつぶしを 1938～39
年半ば（？）から 1944 年の初めころまでの間と想定している（圀府寺、前掲論文、162-164
頁）。
（29） Meyer, p. 491. および巻末資料 no. 369, no. 613 参照。註（27）も参照。
（30） 圀府寺によれば、アミシャイ = マイセルズはこの船を 1942 年に黒海で沈没した 769 人も
のユダヤ難民を乗せた船に関連づけているという。圀府寺、前掲論文、170、213 頁。
（31） 註（48）参照。ヴォルシュレガーは「《革命》は 1937 年から 45 年にシャガールを政治的画家
に変貌させた一連の記念碑的作品の最初のものである」とする（Wullschläger, op. cit., p.  373
〔邦訳、278 頁〕）。
（32） モスクワに住むパヴェル・ダヴィドヴィッチ・エッティンゲルへの 1937 年 8 月の手紙でパ
リ万博を訪れたことを報告し、スペイン館とそこに展示されているピカソやミロの名前を挙
げ、「美術に関してすばらしいパヴィリオン」と称賛している（Harshav, （2004）, p. 469）。
シャガールはその後大型の《革命》に取り組んだと思われる（Harshav, （2004）, p. 473）。研
究者も《革命》制作の直接の動機を《ゲルニカ》にみたり、当時政治的関わりを強めたピカ
ソらパリ在住のスペイン人芸術家たちからの刺激に求めたりすることが多い（Meyer, op. cit., 
p. 414, 612; Held, op. cit., pp. 68-108；和田、前掲論文、110-116 頁、など）。和田は《ゲルニ
カ》の三角形構図と画中のランプを、《革命》の三角形構図およびロバの首に掛かるランプと
比較して、類似点を探っている。
（33） 註（48）も参照。マイヤーは三分割された時期を 1943 年としている（Meyer, op. cit., p. 490）。
その後多くの研究者がこの説を踏襲しているが、《革命》の制作過程を詳細に論じたヘルトは
43 年に疑問符をつけている（Held, op. cit., p. 102）。一方ヴァージニアの言葉を勘案すると、
ニューヨーク州北部のハイ・フォールズに家を買って移り住んだのが 1946 年 3 月（彼女の妊
シャガールの「磔刑像」について　77
娠を隠す目的もあったため）、同年 5 月から 8 月にシャガールは展覧会準備のためパリに滞在
し、その間に画家の新しいアトリエができあがったので、《革命》が新しいアトリエで切断さ




シャガールに作品を切断させる直接のきっかけになったという（Haggard, op. cit., pp. 70-71




リーズから絵［写真］を 1 枚、3 枚目のものを送ります」と書いている。これが切断された
三作品だということは確実なので、切断された年を 1948 年とみなす研究者もいる（圀府寺、
前掲論文；和田、前掲論文、124-141 頁、など）。
（34） Meyer, op. cit., p. 392.
（35） というのも、42 年 10 月にニューヨークのピエール・マティス画廊で展示されたときのカ
タログによれば出品作の《革命》には「1937-41」との制作年が記されており、大幅に改変さ
れたわけではないようだが、40 年のパリでの展示以降も手が加えられ続けていたからである。
（36） マイヤーの著書掲載の写真（Meyer, op. cit., p. 392）およびシュマーレンバッハとソルリエ




（37） Haggard, op. cit., p. 70.（邦訳、100 頁）。ハガードによれば、「彼は 1937 年に、一連のス
ケッチと非常に芸術性の高い小さな習作に基づいてこの大きな絵を描いた」という。
（38） 《革命》に関しては、稿を改めて論じたい。
（39） マイヤー（Meyer, op. cit., p. 414）、フォレスティエ（Sylvie Forestier, Au cœur d’un chef 




（41） 1937 年 12 月 15 日付のオパトシュ宛の手紙より、シャガールはその後《革命》に取り組ん
だと思われる（Ibid., p. 473）。註（32）参照。
（42） Harshav, （2004）, pp. 471f.







ガール作品 144 点を展示した過去最大級の回顧展で、1946 年 4 月 9 日から 6 月 23 日まで開
78
かれ、その後 10 月 24 日から 11 月 15 日までシカゴ美術館に巡回した。cf. James Johnson 
Sweeney, ed., exh. cat., Marc Chagall, New York, The Museum of Modern Art, in collabora-
tion with the Art Institute of Chicago, c1946.
（48） 三分割される以前の《革命》に関する記録は、1940 年 1 月パリのギャルリー・メでの個展
と、42 年 10 月～11 月ニューヨークのピエール・マティス画廊での個展に出品されたことか
ら確認できる。とくに後者では作品リストが残っており、それによると《革命》というタイ
トルの油彩画の制作年は 1937～41 年で、サイズが 66×121 インチ（約 168×307cm）である。
これは後年分割された三作品の縦のサイズと同じであり、横を合わせたサイズにほぼ等しい
（《抵抗》168×103cm、《復活》168×107.7cm、《解放》168×88cm）。
（49） Meyer, op. cit. ［eng. tr. by Robert Allen, Marc Chagall: Life and Works, New York, 














一端をはっきりと物語るものである（Harshav, （2004）, p. 630）。シャガールがこの事件にひ
どく傷つき、ニューヨークでのミホエルス追悼集会へ画家は長い弔電を送り、ソヴィエトの
やり方を強烈に非難した（Harshav, （2004）, p. 631）。
（54） それぞれの完成年は、ハルシャフの推測（Harshav, （2004）, p. 656、Harshav, （2006）, 
p. 221）と和田の指摘（和田、前掲論文、134-141 頁）、および 1959 年のパリ装飾美術館での
展覧会のカタログ写真（exh. cat., Marc Chagall, Paris, Musée des Arts Décoratifs, 1959, 
p. 366, 384）と 1961 年出版のマイヤーのドイツ語版の大著に掲載された巻末の参考図版
（Meyer, op. cit., no. 829-831）から、《抵抗》が 1948 年、《解放》が 1959～61 年、《復活》が
1961 年以降、と考えられる。特に《復活》のみはシャガールの存命中展覧会に出品していな
いので、晩年まで手が加えられた可能性もある。
（55） Sweeney, op. cit., pp. 8-9.
（56） Wullschläger, op. cit., p. 435（邦訳、323 頁）。なお、この回顧展に先立って画家を支えた人
物に、マティスの次男で、ニューヨークで画廊を営むピエール・マティスがいる。彼はフラ
ンスからの亡命作家たちの面倒を献身的にみ、展覧会を積極的に企画し、シャガールの個展
も 41 年 11 月を皮切りに、アメリカ滞在中 8 回も開いた。シャガールにとっては経済的に助






（57） Wullschläger, op. cit., p. 422（邦訳、327 頁）。





（60） 註（ 4 ）も参照。
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